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１ 計画策定の意義 

     快適でうるおいのある生活環境の創造のためには、大量生産、大量消費、大量廃棄に支え 

  られた社会経済・ライフスタイルを見直し、循環型社会を形成していく必要がある。そのた 

  めには、社会を構成する主体がそれぞれの立場でその役割を認識し、履行していくことが重 

  要である。 

     本市では高温溶融処理方式を導入し、ごみ処理を行っており、炉に投入されたごみのうち、 

  不燃物がスラグ、鉄分となり再資源化することができる特長を有しているが、再資源化可能 

  なごみが多く混入されており、ごみの減量化や国際的にも問題となっている地球環境の 

  問題や限りある資源を確保するうえで資源ごみの分別収集が必要である。 

     このため、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（以下「法」とい 

う）第８条に基づいて一般廃棄物の容器包装廃棄物を分別収集し、併せて地域における容器 

包装廃棄物の３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を推進し、溶融処理を行うことに 

より、計画的にごみ量の削減を進めることとする。 

本計画は、市民・事業者・行政それぞれの役割と具体的な推進方策を明らかにするととも 

に、これを公表することにより、すべての関係者が一体となって取り組む方針を示しながら、 

容器包装廃棄物の３Ｒを推進し、以って、廃棄物の減量と焼却施設の延命化、さらには資源 

の有効利用による循環型社会の構築を目的に策定したものである。 

 

２ 基本的方向 

     本計画を実施するに当たっての基本的方向を以下に示す。 

   ・容器包装廃棄物の発生抑制、再使用、リサイクルを基本とした地域社会づくり 

   ・すべての関係者が一体となった取組による環境負荷の軽減 

   ・集団回収の普及・促進を図り、ごみの減量化を推進 

 

３ 計画期間 

     本計画の計画期間は令和５年（2023年）４月を始期とする５年間とし、令和７年度（2025年）

に見直す。 

 

４ 対象品目 

     本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器（無色、 

  茶色、その他）、飲料用紙製容器、段ボール、ペットボトルを対象とする。 

 

５ 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第八条第２項第１号） 

  令和5年度 

(2023年度) 

 

令和6年度 

(2024年度) 

令和7年度 

(2025年度) 

令和8年度 

(2026年度) 

令和9年度

(2027年度) 

 

 

 

容器包装廃棄物   11,049ｔ   11,065ｔ 

 

  11,081ｔ   11,097ｔ   11,113ｔ 
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  区分別の排出量の見込み  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 

６ 容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項（法第八条第２項第２号） 

      容器包装廃棄物の排出の抑制の促進を図るため、以下の方策を実施する。 

   なお、実施するにあたっては、市民・事業者・再生業者等がそれぞれの立場から役割を分担し、

相互に協力・連携を図ることが重要である。 

    ・一般廃棄物処理基本計画の策定 

    茨木市廃棄物減量等推進審議会を設置して、市民・事業者の意見を聴いたうえで策定し 

   た「茨木市一般廃棄物処理基本計画」（令和４年（2022年）３月策定）に基づき分別の徹 

底を進めることによりごみの減量を図りたい。 

    ・教育・啓発活動の充実 

    学校や地域社会の場における副読本を、小学校４年生を対象に作成し活用した教育や、 

ごみ処理施設の見学会などあらゆる機会を活用し、市民・事業者に対してごみの排出量の 

増大、最終処分の逼迫等ごみ処理の厳しい状況についての情報を提供し、認識を深めても 

らう。 

        さらに、ごみの排出抑制、分別排出、再生利用の意義及び効果、ごみの適切な出し方に 

   関する啓発活動に取り組む。 

・マイバック持参促進 

マイバッグ持参促進のため、「北摂マイバッグ持参促進及びレジ袋削減に関する協定」を、

小売業者12社と北摂７市３町で締結し、相互に連携・協働して取組みを進める。 

 

 

単位：ｔ

年度

項目

主としてスチール製の容器 334 335 335 336 336
主としてアルミ製の容器 457 457 458 459 459
無色のガラス製容器 713 714 715 716 717
茶色のガラス製容器 613 613 614 615 616
その他の色のガラス製容器 245 245 246 246 246
主として紙製の容器包装であっ
て飲料を充填するためのもの
（原材料としてアルミニウムが
利用されているものを除く）

212 212 212 213 213

主として段ボール製の容器 2,228 2,231 2,234 2,237 2,240
主として紙製の容器包装であっ
て上記以外のもの

1,693 1,695 1,698 1,700 1,703

主としてポリエチレンテレフタ
レート（ＰＥＴ）製の容器であ
って飲料又はしょうゆその他主
務大臣が定める商品を充填する
ためのもの

835 837 838 839 840

主としてプラスティック製の容
器包装であって上記以外のもの

3,720 3,725 3,731 3,736 3,742

令和9年度
(2027年度)

令和7年度
(2025年度)

令和5年度
(2023年度)

令和8年度
(2026年度)

令和6年度
(2024年度)
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・プラスチック類の分別推進 

プラスチック類の再使用・再資源化、マイボトル・マイカップへの取組など、廃棄物の発

生抑制、減量化又は再資源化に取り組む店舗を「茨木市エコショップ」として認定し、市内

事業者のこれらの取組を支援するとともに、環境にやさしい店づくりを市民に周知すること

により循環型社会の形成を推進する。 

令和４年（2022年）４月のプラスチック資源循環促進法の施行にあたり、プラスチック使

用製品廃棄物の分別収集や再商品化にむけて、先進都市での事例などを参考に検討していく

とともに、プラスチック製品の分別の必要性について市民の理解と協力が得られるよう、周

知・啓発に努める。 

 

７ 分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係る   

分別の区分 （法第八条第２項第３号） 

      廃棄物処理施設の状況を総合的に勘案し、分別収集をする容器包装廃棄物の種類を下表左 

  欄のように定める。 

      また、市民の協力度、市が有する収集機材等を勘案し、収集に係る分別の区分は下表右欄 

  のとおりとする。 

方策（事業名） 事　業　内　容 備　　考

・資源ごみを混合収集から品目別収集に改め
　分別の徹底を図る

平成19年（2007年）
４月実施済

・粗大ごみを大型、小型にわけ、分別の徹底
　を図る

平成26年（2014年）
４月実施済

再生資源集団回収報奨金
制度

・自主的に再生資源集団回収を行う地域住民
　の団体に対し、報奨金を交付することによ
　り、ごみの減量及び資源の有効利用の促進
　を図る

令和３年度（2021年）は
427団体に対し交付

啓発
・啓発チラシ　　　　・環境パネルの作成
・市広報誌　　　　　・出前講座

｢ごみの分け方と出し方｣
チラシの配布

小学校副読本作成
・環境教育の一環として、小学４年生を対象
　に副読本を作成

いばらき環境フェア開催
・ごみ減量・リサイクル情報を市民に提供
  し、減量・リサイクルの推進を図る

市民啓発

廃棄物減量等推進員制度
・ごみ減量化と再資源化に関する施策への
　協力
・地元巡回指導等

地域でのリサイクル活動
を推進

茨木市廃棄物減量等推進
審議会

・ごみ減量・リサイクル・適正処理に関する
　調査・審議

家庭用生ごみ処理容器等
設置補助制度

・家庭から排出される生ごみのリサイクルを
　図るとともに排出ごみの減量化を図る

事業系ごみの減量マニュ
アルの作成・配布・啓発

・市内事業所へ減量マニュアルを配布し、ご
　み減量化・再資源化の推進を図る

廃プラスチックごみの減
量への対策

・レジ袋の削減に取り組むことにより、ごみ
  の発生抑制及び温室効果ガスの排出削減を
  図る

北摂７市３町と事業者
12社で協定を締結

多量排出事業者への減量
指導・啓発

・多量排出事業者に対して、廃棄物管理責任
　者を選任し、減量計画書の提出を求める

エコショップ認定制度
・廃棄物の発生抑制、減量化又は再資源化
　に取り組む店舗を支援し、循環化社会の
　形成を推進する

令和３年（2021年）
８月から実施

排出抑制のための方策

分別の徹底
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      分別収集する容器包装の種類   収集に係る分別の区分 

 

 主としてスチール製の容器包装 

 主としてアルミ製の容器包装 
 缶 

 主として 
 ガラス製 

 の容器 

 

 

 

 無色のガラス製容器 

 茶色のガラス製容器 

 その他の色のガラス製容器 

  びん 
 

  

 

 主としてポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）製の 

容器であって飲料、しょうゆ等を充てんするためのもの 
  ペットボトル 

 主として紙製の容器であって飲料を充填するための 

 もの（原材料としてアルミニウムが利用されている 

 ものを除く） 

  飲料用紙パック 

 主として段ボール製の容器包装   段ボール 

 

８ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサイ 

  クル法第二条第六項に規定する主務省令で定める物の量の見込み（法第八条第２項第４号） 

 

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

689t 690t 691t 692t 693t

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

518t 518t 519t 520t 521t

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

60t 60t 60t 60t 60t

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

634t 635t 636t 636t 637t

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

(引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量) (引渡量) (独自処理量)

令和６年度
(2024年度)

令和５年度
(2023年度)

（合計）

689t

（合計）

283t
206t

（合計）

634t

（合計）

60t

（合計）

t

518t

（合計）

年度

項目

t

（合計）

茶色のガラス製容器

主として紙製の容器包装であっ
て飲料を充填するためのもの
（原材料としてアルミニウムが
利用されているものを除く）

主として紙製の容器包装であっ
て上記以外のもの

主としてプラスティック製の容
器包装であって上記以外のもの

その他の色のガラス製容器

主として段ボール製の容器

（うち白色
　トレイ）

287t

1,958t

206t

無色のガラス製容器

主としてスチール製の容器

主としてアルミ製の容器

t

主としてポリエチレンテレフタ
レート（ＰＥＴ）製の容器であ
って飲料又はしょうゆその他主
務大臣が定める商品を充填する
ためのもの

（合計）

1,961t
（合計）

t

690t

（合計）

518t

（合計）

t

令和７年度
(2025年度)

283t
206t

（合計）

691t

（合計）

519t

（合計）

（合計）

t

60t

1,964t
（合計）

t

（合計）

635t

（合計）

t

60t

（合計）

520t

（合計）

（合計）

636t

（合計）

1,966t
（合計）

t

60t

（合計）

t

令和８年度
(2026年度)

284t
206t

（合計）

692t

t
（合計）

t

令和９年度
(2027年度)

284t
207t

（合計）

693t

（合計）

521t

（合計）

（合計）

t

60t

1,969t
（合計）

t

636t

（合計）

（合計）

（合計）

t

29t 29t 29t29t 29t

637t

（合計）
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年度

項目

55,803 55,883 55,964 56,044 56,125

735 736 737 738 739

489 489 489 490 491

457 457 458 459 459

206 206 206 206 207

集団回収 67 67 67 67 67

資源物分別収集 139 139 139 139 140

334 335 335 336 336

283 283 283 284 284

集団回収 92 92 92 92 92

店頭回収 0 0 0 0 0

資源物分別収集 191 191 191 192 192

1,570 1,573 1,575 1,577 1,580

1,267 1,268 1,270 1,272 1,274

713 714 715 716 717

689 690 691 692 693

613 613 614 615 616

518 518 519 520 521

245 245 246 246 246

60 60 60 60 60

212 212 212 213 213

29 29 29 29 29

集団回収 26 26 26 26 26

資源物分別収集 3 3 3 3 3

2,228 2,231 2,234 2,237 2,240

1,958 1,961 1,964 1,966 1,969

集団回収 1,197 1,198 1,200 1,202 1,203

資源物分別収集 761 763 764 764 766

1,693 1,695 1,698 1,700 1,703

0 0 0 0 0

集団回収 0 0 0 0 0

835 837 838 839 840

634 635 636 636 637

店頭回収 0 0 0 0 0

資源物分別収集 634 635 636 636 637

3,720 3,725 3,731 3,736 3,742

100 100 101 101 101

0 0 0 0 0

11,049 11,065 11,081 11,097 11,113

4,377 4,382 4,388 4,393 4,400

排出量の見込み

分別収集適合見込み合計

総排出量

排出量の見込み

分別収集適合見込み合計

排出量の見込み

分別収集適合見込み合計
アルミ

缶

スチール

透明
排出量の見込み

分別収集適合見込み合計

分別収集適合見込み合計

ガラスびん

紙パック

分別収集適合見込み合計

その他
排出量の見込み

分別収集適合見込み合計

茶色

容器
包装

ペットボトル

排出量の見込み

分別収集適合見込み合計

排出量の見込み

分別収集適合見込み合計

段ボール

排出量の見込み

分別収集適合見込み合計
合計

その他の紙製容器包装

排出量の見込み

分別収集適合見込み合計

排出量の見込み

排出量の見込み
白色トレイ

分別収集適合見込み合計

その他のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製

令和８年度
(2026年度)

令和９年度
(2027年度)

令和５年度
(2023年度)

令和６年度
(2024年度)

令和７年度
(2025年度)

排出量の見込み

排出量の見込み

分別収集適合見込み合計

排出量の見込み

９ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサイ  

 クル法第二条第六項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法 
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１０ 分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第八条第２項第５号） 

      分別収集については、現行の収集体制を活用して行う。 

 

１１ 分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第八条第２項第６号） 

      当面は、缶・びん・ペットボトル、紙パック、段ボールを民間業者の施設で選別・圧縮・ 

  保管。 

 

１２ その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項 

      ・市民や事業者の意見、要望を反映させ、容器包装廃棄物の分別収集を円滑かつ効率的に 

    進めていくため、市民や事業者、行政からの委員で構成された廃棄物減量等推進審議会 

    を設置し、推進体制を整備するとともに、自主的な地域リサイクル活動を推進していく 

    ため廃棄物減量等推進員制度を設け、減量と再資源化に関する施策の市民への周知徹底 

    及び協力要請を行う。 

      ・自治会等住民による集団回収を促進するため、報奨金の交付などの支援を行う。 

収集に係る分別の区分 収集・運搬段階 選別・保管等段階

スチール

アルミ

無色ガラス

茶色ガラス

その他のガラス

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ ペットボトル ペットボトル 市による定期収集

分　別　収　集　の　実　施　主　体

缶

びん

牛乳パック

民間業者

市による定期収集

古紙

市による定期収集
集団回収

公共施設拠点回収
集団回収

公共施設拠点回収
市による定期収集
集団回収

容器包装廃棄物の種類

缶

びん

紙

紙パック

段ボール

分別収集する
容器包装廃棄物の種類

収集に係る
分別の区分

収集容器 収集車 中間施設

スチール製容器

アルミ製容器

無色のガラス製容器

茶色のガラス製容器

その他の色のガラス製容器

ペットボトル ペットボトル 袋 パッカー車

飲料用紙製容器 牛乳パック ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｺﾝﾃﾅ ダンプ車

段ボール 古紙 紐がけ パッカー車

分別収集の用に供する施設計画

缶

市の
ストックヤード

びん

パッカー車

ダンプ車

袋

袋
又は

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｺﾝﾃﾅ


